
はじめに～学校の役割とは

　いま学校現場で働く教師の中で「教育はこのままでいいのか？」と
悩む先生が増えています。
　何もかも事前に用意されお膳立てされた生活を小学校、中学校、高
校と過ごし、大学に守られて遊びまくり、何の根拠もない就活をして、
入った会社で指示を待つ。この中で子どもはいつ“大人になる練習”
ができるのでしょうか。

　自分で考え、自分で動き、自分で結果を受け止める。できないこと
は人に頼る、できることは人に与える。私は「大人」とはこういうこ
とができる人のことだと考えています。そういう大人になる練習は、
本来、小学校からするべきことです。
　まずは 15分程度の演習時間で、自己選択、自己決定をし、自分が
選択した結果を受け取る練習をする。自分でやってみたり、友達を頼っ
てみたり、教科書を読み返したり、タブレットで検索してみたりと、
自分の必要な学びを自己選択し自己決定していく。最後に「やってみ
た結果どうだったのか」という“選択の結果”を真摯に受け取り、考察
し、次の選択に備える。慣れてきたらその時間を 20分、30分、45
分と増やしていく。
　こういう経験を学校の授業で毎日、年間で何千回、何万回も繰り返
せたらどんな力がつくでしょうか？　その力はいずれ、自分の人生を
まるごと選択決定できるようになっていくとは思いませんか。こうい
う「大人になる練習」を積み上げる。それが小学校という場所である
べきだと思うのです。

　しかし、いまの学校教育はそうなっていません。むしろ正反対に、
自分で何も主体的に選択しなくても自動的にプログラムが進んでいく
のがいまの教育です。何にもしなくても、いつのまにか卒業している。
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何も考えてこなかったのに。何も自ら選択したことがないのに。これ
は本当にこわいことです。
　就職活動の年齢になっていきなり「自分の強みを生かして、行きた
い会社を選ぼう」などと言われても、遅いのです。成人の年齢に達し
た瞬間いきなり、「自己責任」を押しつけても、その意味を本質的に
理解できる 18歳がどれほどいるでしょうか。
　自分の人生に自分で責任を取れるような練習。それを小学校から、
授業時間の 15分からはじめませんか？　本書はそういう提案です。

　自己選択・自己決定の繰り返しの中で、子どもたちは「自分自身」
に出会い、本当にやりたいことを見つけられるようになります。自分
は何が得意で何が苦手か。どんなことが好きで何が嫌いか。それは「自
分で選び、自分でやってみる」からこそ、得られる情報なのです。
　反対に、人の指示に従い、周りの空気を読むことでしか自分の行動
を決めてこなかった子たちは、周りから押しつけられる「正しさの仮
面」に押しつぶされ、どんどん「自分」がわからなくなります。その結
果、自分の思いや行動に自信が持てず、自己選択、自己決定を避ける
ようになり、自身の行動の結果を誰かのせいにすることでしか受け取
ることができなくなっていくのです。
　教育のゴールがここであってよいはずがない。自分で考えて、自分
でやってみて、自分で結果を受け取り、次の行き先を自分で決めるこ
とが楽しい。これは自分が人生の主人公になるためにとても重要な意
識だと思うのです。誰かの意図の中で踊らされるのではなく、自分の
意志で歩む。そんな子になってほしい。
　本書は僕のそんな願いをこめて書きました。もし１人でも共感して
いただけたらこんなにうれしいことはありません。

　　2023年 2月
葛原 祥太
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「子どもが自分で考えない」
「学ぶことに取り組まない」
こんなことに悩んでいる先生たちへ。

子どもがワクワクしながら自分の学びに取り組み、
ワイワイと友達の学びに触発されて伸びていく、
そんな授業時間にしませんか？

けテぶれでつくる授業は
まさにそんな時間を
生み出す授業です！

授業は

4

「けテぶれ」は子どもが自分で学びに取り組む方法です。

授業でも、宿題でも、学びに取り組むときに、
自分でノートに下記のことを書いていきます。

け　計画 その日、その時間の「めあて」を書く

テ　テスト 自分でテストをして、自分で丸付け
をする

ぶ　分析 間違いを分析し、どうしたらいいか
考える

れ　練習 分析で考えたことをやってみる

これを自分でノートに書き込んで学ぶと、
学びがみるみる変わっていきます！

けテぶれに取り組む子どもの学びの様子を、
子どもたちの写真とノートでご紹介しましょう。
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どこで、誰と、どのように学
んでもよい。目標に向かう手段
は無限にある。（5年生）

漢字の大テストの前に
は「大計画」を立ててす
べての漢字を総復習す
る。（6年生）

子どもたちは　　　　    で
こんなふうに学んでいます！

けテぶれノート
に

計画・テスト・分析
・練習を

書いて学びます！

けテぶれ

教室は「先生が授業をする場所」
ではない「子どもたちが学ぶ場所」
である。（3年生）

授業では「けテぶれシート」
を使って自分の学習を分析し、
磨き上げる。（6年生）

これはけテぶれ
シート。

学習から生活まで
学びを

書き出すツールで
す。



単元を見渡すシートで、徹底的に「現在位置」を
把握しながら、自分の学習を調整する。（3年生）

この自由な環境を「け
テぶれ」という基本的
な学び方に関する知識
が支える。（3年生）

日々の生活もけテぶれで自分ごとに（6年生）

どうすると子どもの学びへのパワー
を引き出す授業がつくれるのか、
これから本書でご紹介していきます！
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授業をけテぶれ化
しよう！

第 1 章
ホップ !

1  けテぶれ指導で目指すこと
けテぶれ指導でまず目指すのは学びの型を身につけること   52

指導にあたっての心構え　「できるできないじゃない、やるか 
やらないかだ」   54

学びの海に出る準備運動① いきなり全部やらなくてもいい   56

学びの海に出る準備運動② 授業は何のためにある？　 
本質的な問いかけや活動をしてみよう   58

2  漢字学習でけテぶれを体験
いよいよみんなで「けテぶれ」体験！   60

3  漢字学習を自主学習のけテぶれに
漢字学習の時間を子ども自身でまわす「けテぶれタイム」に 
変換   68

漢字学習を自主学習へ　けテぶれの導入にあたって入門期に 
大切な指導   70

けテぶれの基本サイクルをまわしまくろう！   72

「練習」から耕していこう   74

4  けテぶれについて情報提供しよう
けテぶれ通信を出そう   76

けテぶれ通信はこんな感じ！   78

けテぶれ交流会を開催しよう！   80
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5  マンネリ化を防ぐために
「学び方の基準」を子どもたちと共有しよう   82

学習力を可視化しよう   84

ポイント制に関する工夫と注意点   86

やらない子、できない子への関わり方   88

やらない子、できない子すべての子に「ゆるアツ」に関わる   90

6  けテぶれを大きなサイクルでまわす
大サイクルを意識してみよう   92

大計画のコツとやり方   94

「大分析」に挑戦してみよう   96

大分析のやり方   98

テスト後の語り「自分で考え自分で学ぶ力をつけよう」   100

コラム  全面的に自由な空間で、自分で自分を管理する   102

算数授業に
けテぶれを導入する

第 2 章
ステップ!

1  算数に「けテぶれタイム」を導入する
算数の演習時間で「けテぶれタイム」をつくってみよう   104

大テストを活用しよう～少し遠くの目標に向かって～   106
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抜き打ちテストをやるときの展開例～けテぶれを学ぶための 
道具と捉える～   108

学びの自由度を上げていこう～けテぶれタイムの拡大～   112

算数のけテぶれタイムのコツは上位層に目を向けること   114

けテぶれタイムのとき現在位置を可視化すると子どもが 
動きやすくなる   118

けテぶれタイムを日常化させよう   120

2  １時間まるごと「けテぶれタイム」に挑戦
１時間まるごとの「けテぶれタイム」に挑戦しよう！   122

まるごとけテぶれタイムの流れ（初級編）   124

まるごとけテぶれタイムの流れ（中級編）   126

3  子どもが学びを評価するために
子どもたちのチャレンジには常にフィードバックを   128

自分の学習力について考える機会を設定する 
～けテぶれシートを書いてみよう～   130

けテぶれシートの機能   136

フィードバックの３原則　即時・明瞭・発掘  138

子どもたちの記述を信じて任せて認める   140

4  けテぶれタイムを日常に広げる
自学ノートをけテぶれ専用のノートにしよう   142

他の教科でもけテぶれタイムを導入するには…   146

けテぶれ的思考を教科以外の活動に活用しよう   148

けテぶれ×生活で、学校生活をまるごと自分ごと化   150

宿題もけテぶれ化しよう   152
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コラム  けテぶれ初期～中期の教師のまなざし   156

　
子どもが学びの
主体となる

第 3 章
ジャンプ!

1  算数１単元でのけテぶれに挑戦
けテぶれ授業革命の本丸 
～教室は子どもたちが学習をする場所である～   160

けテぶれ授業革命で子どもたちは何を得るか 
～自ら学ぶことで自らについて学べ～   162

指導にあたっての心構え①　信じて任せて認める   164

指導にあたっての心構え②　子どものチャレンジを 
止めない   166

指導にあたっての心構え③　徹底的に語り抜く   168

目的、目標、手段の関係を押さえよう！   170

手段は柔軟に。いろいろ試せる余裕と自由度を   172

目標は具体的に。いつまでに、どうなっていればいいか   174

目的は魅力的に。自立した学習者像を描こう   176

語るだけでなく、問う   178

2  子どもの学びを活性化し、深める
けテぶれの「大サイクル」を意識しよう   180

子どもたちに「現在位置」を知らせる   182
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一斉授業を有効に使おう   184

けテぶれ会議を開こう   186

けテぶれ実践における「守破離」   188

けテぶれ実践の多くの時間は「守⇄破」の時間   190

けテぶれの１年では「手段・目標・目的」を 
順番に手渡していく   192

最後に渡すのが目的。「学ぶ目的」の追究は終わりがない 
問い   194

自己省察的な学びに関する注意点   196

けテぶれの限界と、もう一つの武器QNKS   198

おわりに　 本書で提案する学びのあり方 
～自学、自由、自分、自在、自信、自然～   200
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　実践事例はいかがでしたでしょうか？　ここでは、子どもたちから
と保護者の方たち双方からの「けテぶれ」の授業の効果についての感
想をご紹介します。少しでもその効果が伝わればと思います。

●３年生の子どもたちからの感想
・けテぶれというものをしって、勉強が楽しくなってすきになった
・２年の何倍も漢字が上手になって、漢字のノートを開くのが楽しみ
・算数が苦手だったけど、今ではめっちゃだいすき！
・わかんないところをずっとそのままにしなくなった
・あきらめにくくなった。がんばるということを身につけた。
・学習はゲームと同じと気づいた。気持ちがポジティブになった
・きらいなことに真けんに取り組めるようになった
・いろいろなことにちょうせんできるようになった
・自分の「マイナス」をみとめられるようになった。
・自分のしっぱいを成長につなぐことができるようになった
・自学ノートをつかって頭の中を整理できるようになった
・自習など自由な時間でもちゃんと自学ができるようになった
・自分でおうちでする宿題を決められるようになった。
・家でも集中できるようになった。
・家と学校で勉強をれん動して、つなげられるようになった

「けテぶれ」授業の
効果について
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●６年生の子どもたちからの感想
・僕は１年生から５年生まで教えられたことをノートに書き、解き、
とするだけで、自分の苦手なところがあっても授業は次々と進むので、
あまり意味のない勉強をやらされているだけでした。
　しかし、六年生になってから教室が自由になりました。授業中に自
分の苦手なところを練習したり、得意な教科の不思議を探求したりと
完全に自分のペース、やり方でできるのです。また、友達と一緒に勉
強して、教えてあげる、教えてもらうというサイクルを繰り返して、
お互いに賢くなり、友達と一緒に学力テストに挑む、ということもで
きます。このように学ぶと、テストでいい点が取れるだけでなく、と
てつもない達成感を得ることができました。
　こうしたことを１年間繰り返すうちに、僕は勉強に夢中になりまし
た。そしてあることに気づきました。「努力は夢中には勝てない」と
いうことを。（一部要約）

・私は先生に「自由」と言われたとき「やった！」という気持ちと「で
きるかな？」という気持ちが同時に出てきました。一度チャレンジし
てみると、友達とのおしゃべりに夢中になってやるべきことを忘れて
しまいました。予想通り１回目は失敗してしまったのです。
　「自由」はとても難しいです。友達と学び合うのも難しいし、かといっ
て、ずっと一人で集中することもできません。何度も挑戦していくう
ちにだんだん自分なりのバランスがわかってきて、自由への一歩を踏
み出していくことができます。そして自由を使いこなせるようになる
ことで、勉強がとても楽しくなっていきます。
　わたしは「自由」に出会えないと、勉強、授業、宿題が楽しくなれ
ませんでした。「自由」は私を動かしてくれました。
　おとなになるにつれて「自由」はどんどん大きくなるから、この学
びをずっと大切にしていきます。自由の大切さ、難しさを忘れません！
（たのしさも！）（一部要約）
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●保護者からの感想
　させられる学習ではなく、自ら（また自分たちで）する学習をとても楽し
んでいます。得意や苦手を自分で分析する力が小３にあるのだと、我が子
ながら感心しています。生涯役に立つ取り組みだと思います。習い事や生
活面でも「けテぶれをまわしてごらん！」と言うと、親子げんかになること
なく本人がやる気になります。間違えることは恥ずかしいことではないと
知れたことで前向きに取り組めています。 （小３、保護者）

　息子は小学校２年生までは「学校は好きだけれど、学校の授業はあまり
おもしろくない」と言っていました。学習は決して嫌いではないのに、宿
題でもう覚えた漢字の書き取りを何回もしたり、足し算や引き算九九など
もう覚えているのに計算カードをしないといけないことにあまり興味が持
てなかったようです。それが３年生になってけテぶれが始まってから、「学
校の授業が面白い」と言うようになりました。テストに向けて自分でスケ
ジュールを立ててその日に学習する分を決め、空いた時間を自分の好きな
ことに使う、という時間の組み立てが上手になりました。学校では読んだ
本や町で見かけた看板に出てきた漢字を辞書でどんどん調べて学年配当で
はない漢字がいろいろ書けるようになったり、好きな歴史の本をじっくり
読んだり家庭ではお手伝いを進んでしてくれたり、興味の幅が広がり知識
が深くなっていることを感じます。また月学習で自分の興味があることを
じっくりと学習し、できるようになったことを太陽学習でお友達と共有す
ることで自分が役に立つ人間だと感じることができ、自己肯定感を持てる
ようになりました。自分の軸がしっかりしたことにより、周りのことを気
にせずに目標に向けて努力し、やり遂げる力がついたように思います。ぜ
ひ今後とも息子が興味を持ったことに意欲的に取り組んでいけるように、
学校での学習環境を整えていただき、自ら課題を解決していくのをサポー
トしていただけますと大変うれしく存じます。よろしくお願い申し上げま
す。 （小３、保護者）
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　いつも大変お世話になっております。３年生になってずっと授業が楽し
いけテぶれが大好きと家でも言っています。家でも自分が学習することを
自分で決めて取り組む姿を見て学習力がついてきたなと感じています。い
ろいろなことを感じていいと思うことをまねしてさらなる変化を親として
応援していきたいと思っています。引き続きどうぞよろしくお願いいたし
ます。 （小３、保護者）

　学校での学習は友達とわからないところを教え合ったりできる時間をつ
くっていただいていることで、学ぶ楽しさや仲良くなれるきっかけができ、
いままでより楽しく学校に通えるようになりました。家での学習は宿題を
今日やることは自分で決めるというスタイルになってから計画を立てる力
がついてきたのがよかったです。 （小５、６、保護者）

　最近勉強が楽しいと言っています。大嫌いだった漢字も今日できる範囲
を自分で計画し毎日コツコツとやり出しました。以前はだるいと泣きなが
ら宿題をしていたので驚いています。心マトリクスもクラスで実践してい
るようで、クラスの雰囲気もよくこんなクラスだといじめなどのトラブル
も少ないのではないかと思います。 （小３、保護者）

　娘にはけテぶれが合っているようです。自分で自分を見つめ直し、自分
で気づき、自分で直していく。子どもが主体的に動ける学習法は素敵だと
思います。 （小６、保護者）

　学校嫌い勉強嫌いだった娘がけテぶれ学習法で学ぶようになってから
「どんどん楽しくなってきた！　やればやるほど楽しくなってきた！」とと
ても前向きに取り組むようになりました。おかげで成績も上がり、自分で
目標を持てるようになりました。 （小５、保護者）
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「けテぶれ」を授業に導入するイメージ
　けテぶれがとても授業で効果的な方法だということをごらんいただ
きましたが、いかがでしたでしょうか。
　さて、ここではけテぶれが２つのサイクルで成り立っていることを
お伝えできたらと思います。１つは「けテぶれの基本のサイクル」です。

　基本のサイクルを毎日まわしつつ、１週間単位、１単元単位ではもっ
と大きいサイクルをまわしていくようなイメージになります。

「けテぶれ」授業では、
大小２つのサイクルを

まわします

計画
学びの計画を立てる

テスト
演習問題へのチャレンジ

練習
自分で考えたやり方で

練習する

分析
やった問題に丸付けしてできなかったところを

どうできるようにするか考える

ぶ

け

ぶ
テれ

基本の小さなサイクル
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ここでの得点は自分
の「学力」と共に「自
己学習力」を表わす
指標となる

大テスト
（小テスト）
学校でやるテスト

大分析
結果をもとに

けテぶれの質を判断

大計画
中長期の学習計画

大テストまでの
学習計画を立てる

大分析をもとに
改善する

毎日まわす
小サイクル

け

ぶ
テれ

け

ぶ
テれ

け

ぶ
テれ

けテぶれの大きなサイクル

基本のサイクルからまわせるように
　最初は「基本のサイクル」を子どもが自分でまわせるようにするこ
とに専念します。基本のサイクルのやり方や、意味を理解できれば、
自然に大サイクル的な思考が出てきます。一方「基本のサイクル」を
全員がきっちりとまわせるようになるのは想像以上に難しく、丁寧な
指導が必要です。全員に丁寧に説明し、みんなで一緒にやってみなが
ら、徐々に理解させていきます。漢字の時間でけテぶれをやるなら、
できた子から先生チェックを受けることにしたり、活動後にノートを
回収してチェックをしたり、といったことが必要になります。
　こういった「学び方（けテぶれ）の基礎トレーニング」をしっかり積
んで初めて、通常の授業でも１時間の授業について子どもが自分で
ノートに計画を書いて、学習をし、学習を振り返って、次はどうした
らいいかを考え、またやってみて振り返る、という時間の使い方を、
子ども同士で協力して学び合いながらできるようになっていきます。
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　本書で提案するけテぶれ授業革命の全体像を示しました。もちろん
このとおりでなければならないことは決してなく、学級に合わせて取
り組んでいただければOKです。
　大まかな流れとしては、まず漢字や算数の授業時間を使ってけテぶ
れをまわす練習をたくさんし、慣れてきたら、宿題で一人でまわした
り、授業中のけテぶれタイムの時間を長くしたり、他の分野でもけテ
ぶれを適用してみたりして、だんだん「自分で考え自分で行動すると
いうことの意味と実感を、経験から学んでいく」というデザインです。

「けテぶれ」授業革命 
の全貌！

けテぶれ授業革命の具体的スケジュール
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①漢字学習でけテぶれを体験（授業）P60～
　まずは子どもたちに「けテぶれとは何か」を説明し、みんなで一緒に、
「けテぶれ」の流れで自分で自分の学習を進める練習をします。
②漢字学習を自主学習のけテぶれに（宿題）P68～
　子どもたちの取り組みを見て、徐々に漢字のけテぶれは宿題に移行
させていきます。
③算数の授業の一部をけテぶれ化 P104～
　授業の前半をレクチャーとし、後半の 15～ 20分でけテぶれ的に
学ぶ時間をつくります。
④算数１時間まるごと「けテぶれタイム」に挑戦 P122～
　授業時間におけるけテぶれタイムを徐々に拡大させ、まずは単元末
に１時間丸ごとのけテぶれタイムに挑戦します。うまくいけばそうい
う時間を単元の中に増やしていきます。
⑤さまざまな活動にけテぶれを活用 P148～
　「けテぶれ」という見方考え方を得れば、学校生活におけるさまざま
な活動をけテぶれ的に見て、考えることができるようになっていきます。
⑥学校生活を対象に１日けテぶれ P150～
　朝に「計画」を立て、午前中で「テスト」、お昼に「分析」、午後に「練
習」という構成で、学校生活そのものも、「自らやる」という意識で取
り組みます。
⑦算数１単元でのけテぶれに挑戦 P160～
　単元内自由進度的な雰囲気が出てきます。ここに至るまでに①～④
（さらには、⑤、⑥も）という「練習期間」を設けているのです。
⑧学級に合わせて展開→収束
　「けテぶれに取り組む学級」もまた、「学級に合った学び方」を探究
していくべきです。1、２学期で本質的にけテぶれに取り組んでいけ
ば、３学期はその学級独自の学びのあり方が立ち現れてきます。その
流れをもっとも大切にし、１年の学びを収束させていくのがいいと思
います。
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